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１．はじめに  

日本における高レベル放射性廃棄物（HLW; High Level Radioactive Waste）の処理・処

分をめぐっては、2020年11月、北海道の寿都町と神恵内村において、地層処分施設立地の

文献調査が開始されている。文献調査の一環として、それぞれの地域社会では「対話の

場」が設置され、地層処分の実施機関である原子力発電環境整備機構（NUMO）と地元町

村、地域住民との間で、様々な意見交換がされている。  

 本報告では、寿都町と神恵内村という2町村の「対話の場」において、特に地域住民か

らどのような発話があったのかを中心に対話の内容を分析する。地域の違いや「対話の

場」のルール設定の違いによる議論への影響について考察する。 

 

２．分析の方法 

 NUMO が公開している寿都町・神恵内村の「対話の場」の会議録を分析対象とした。

各回の「対話の場」は、NUMO 等からの説明とワークショップ（WS：意見交換）から構

成されている。WS 部分の発言者や発言詳細は公表されていないが、WS 後にファシリテ

ーターが振返りを行い、その分の発言は、発言録に収録されている。分析には、ファシリ

テーターによる WS の振り返り部分の発言を用いた。なお、寿都町における第1回の「対

話の場」では、会員（地域住民）からの発話が、そのまま会議録に収録されているので、

会議録の住民発話部分を分析対象とした。  

 テキスト分析には、KH Coder3（樋口2020）を用いた。分析に当たっては、「文献調

査」、「地層処分」、「対話の場」など、特有の用語を一語として認識させるなどの前処理を

行っている。 

 

３．分析の結果 

 分析に使用したデータは、（1）寿都町「対話の場」第1回の住民発話、（2）寿都町「対

話の場」第2回〜第15回のファシリテーターの WS 振返り部分、（3）神恵内村「対話の

場」第1回〜第15回のファシリテーターの WS 振返り部分、（4）総文数は、寿都町分が

1132文である。  

 寿都町の「対話の場」の分析結果を表1および図1に示した。 
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表 1 寿都町の「対話の場」における用語の頻度 

 

 

図 1  寿都町の「対話の場」の主成分分析 
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